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増粘剤溶液およびゲルに関して，TPA（Texture Profile Analysis）を行い，得られた TPA曲線か
ら 3つのテクスチャーパラメータ，硬さ，付着性，凝集性を算出した．流動特性（粘度 μ vs. ずり速
度）が異なる増粘剤溶液に関しては，硬さと粘度の測定を行った．カルボキシメチルセルロース
（CMC）およびローカストビーンガムの溶液はほぼニュートン流体とみなせたが，キサンタンガム
と市販の増粘剤溶液は類似したずり流動化を示した．ずり速度が 3 s-1 における粘度に対して硬さを














喉頭蓋開口時間（t3）が求められた． 食塊流動時間 t2 の値は，濃度増加に伴って減少し，ヨーグル
トの値に近づく傾向がみられた．また，t2 の値は，TPA 試験から求められる硬さ，あるいは食塊の
見かけの粘度の増加に伴って増加した．さらに，t2 は Vmax  との相関も高かった．  
本研究は，食品物性と生体計測から得られる情報との関係について有用な知見が得られており，今
後嚥下困難者用介護食のテクスチャーデザインにも寄与することが期待されることから，審査員一同
は博士（学術）の学位論文として価値あるものと認めた． 
 
